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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月11日(2013.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の波長を有する励起光を射出する励起光源と、
　前記励起光が照射された際に、前記第１の波長より長い第２の波長を有する光を発光す
るとともに、前記励起光の一部を透過させて、該透過した前記第１の波長の励起光と該発
光した第２の波長の光とを合波して射出する蛍光体と、
　前記蛍光体の前記励起光の照射位置を時間とともに移動させる駆動部と
　を備える照明装置。
【請求項２】
　さらに、前記蛍光体の前記励起光の入射側に、前記蛍光体で発光した光を選択的に反射
する反射膜を備える
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記反射膜が、所定角度以下の入射角の励起光を透過させる膜である
　請求項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　さらに、前記反射膜及び前記励起光源間の光路上に、前記励起光の前記反射膜への入射
角が前記所定角度以下になるように前記励起光を集光する第１光学系を備える
　請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記反射膜が、２０度以下の入射角の励起光を透過させる膜である
　請求項２に記載の照明装置。
【請求項６】
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　さらに、前記蛍光体から発光した光を平行光に変換する第２光学系を備える
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項７】
　さらに、前記蛍光体の前記励起光の入射側に、前記励起光の反射を防止する反射防止膜
を備える
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記第１の波長が青色波長であり、前記第２の波長が赤色及び緑色の波長を含む波長帯
域である
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記駆動部が、前記蛍光体を、前記蛍光体の前記励起光の照射面内の所定方向に移動さ
せる
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項１０】
　第１の波長を有する励起光を射出する励起光源と、該励起光が照射された際に、該第１
の波長より長い第２の波長を有する光を発光するとともに、該励起光の一部を透過させて
、該透過した該第１の波長の励起光と該発光した第２の波長の光とを合波して射出する蛍
光体と、該蛍光体の該励起光の照射位置を時間とともに移動させる駆動部とを有する光源
装置部と、
　前記光源装置部から射出された光を用いて所定の画像光を生成し、該生成した画像光を
外部に投影する画像投影部と
　を備える画像表示装置。
【請求項１１】
　さらに、前記蛍光体の前記励起光の入射側に、前記蛍光体で発光した光を選択的に反射
する反射膜を備える
　請求項１０に記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記反射膜が、所定角度以下の入射角の励起光を透過させる膜である
　請求項１１に記載の画像表示装置。
【請求項１３】
　さらに、前記反射膜及び前記励起光源間の光路上に、前記励起光の前記反射膜への入射
角が前記所定角度以下になるように前記励起光を集光する第１光学系を備える
　請求項１０に記載の画像表示装置。
【請求項１４】
　前記反射膜が、２０度以下の入射角の励起光を透過させる膜である
　請求項１１に記載の画像表示装置。
【請求項１５】
　さらに、前記蛍光体の前記励起光の入射側に、前記励起光の反射を防止する反射防止膜
を備える
　請求項１０に記載の画像表示装置。


	header
	written-amendment

